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【
釈
文
】 

 

今
度
、
群
馬
県
を
除
く
関
東
な
ら
び
に
伊

豆
国
は
、
こ
れ
ま
で
の
府
県
を
廃
止
し
、
改

め
て
そ
れ
に
か
わ
り
左
の
と
お
り
府
県
を

置
く
こ
と
。 

※
朱
書
き
部
分 

 

下
野
以
外
の
国
に
つ
い
て
は
省
略
す
る 

栃
木
県 

 

そ
の
管
轄
と
な
る
の
は
、
下
野
国
の 

 

足
利
郡
、
梁
田
郡
、
寒
川
郡
、
安
蘇
郡
、 

 

都
賀
郡
の
五
群 

 

さ
ら
に
上
野
国
の 

 

邑
楽
郡
、
新
田
郡
、
山
田
郡
の
三
郡 

宇
都
宮
県 

 

そ
の
管
轄
と
な
る
の
は
、
下
野
国
の 

 

芳
賀
郡
、
塩
谷
郡
、
那
須
郡
、
河
内
郡 

 

の
三
郡 

 

右
の
と
お
り
府
県
を
置
く
の
で(

下
野
に

は
、
栃
木
・
宇
都
宮
の
二
県
を
置
く
の
で)

、

廃
止
と
な
る
府
県
が
こ
れ
ま
で
治
め
て
い

た
と
こ
ろ
は
、
今
年
か
ら
は
諸
税
や
そ
れ
を

納
め
る
村
々
を
新
た
に
設
置
さ
れ
た
府
県

に
引
き
継
ぐ
こ
と
。 

 

明
治
四
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八
七
一)
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一
月 

太
政
官 

            

【
史
料
の
説
明
】 

 

明
治
四
年(

一
八
七
一)

年
七
月
十
四
日
、

明
治
政
府
は
全
国
の
藩
を
廃
し
て
府
県
に

統
一
す
る
「
廃
藩
置
県
」
を
実
行
し
ま
し
た
。 

旧
藩
が
そ
の
ま
ま
県
と
な
っ
た
こ
の
段
階

で
の
全
国
の
府
県
数
は
三
府
三
〇
二
県
に

も
及
ん
で
い
ま
し
た
。
同
年
十
一
月
に
は
こ

れ
ら
が
三
府
七
二
県
一
使(

北
海
道)

に
統
廃

合
さ
れ
ま
す
。
統
廃
合
は
そ
の
後
も
各
県
ご

と
に
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

栃
木
県
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

七
月
十
四
日
に
成
立
し
た
の
は
、
旧
幕
府
領
、

旗
本
領
、
日
光
山
領
、
さ
ら
に
下
野
諸
藩
か

ら
県
に
転
じ
た
も
の
が
一
〇
県
、
他
に
は
他

国
の
藩
の
飛
び
地
か
ら
の
も
の
が
二
〇
県

で
し
た
。
そ
の
四
か
月
後
の
十
一
月
に
は
、

こ
れ
ら
の
諸
県
が
、
栃
木
県
と
宇
都
宮
県
に

統
合
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
整
理
・
統
合

は
、
郡
を
ま
と
ま
り
と
し
て
、
栃
木
県
と
宇

都
宮
県
に
振
り
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
史
料

は
、
こ
の
二
県
に
整
理
・
統
合
す
る
こ
と
を

指
示
し
た
太
政
官
か
ら
の
通
達
で
す
。
こ
こ

に
初
め
て
、
県
名
と
し
て
の
「
栃
木
県
」
が

成
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ

の
二
県
は
、
明
治
六
年(

一
八
七
三)

六
月
十

五
日
に
、
宇
都
宮
県
を
廃
し
、
栃
木
県
に
統

合
さ
れ
、
現
在
の
栃
木
県
が
成
立
し
ま
し
た
。 

 

史
料
か
ら
は
、
明
治
四
年
十
一
月
の
段
階

で
の
県
の
成
立
過
程
が
確
認
で
き
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
県
名
に
「
杤
」
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と(

県
が
「
栃
」
の
字
に
統
一
し
た
の

は
明
治
十
二
年)

や
、
こ
の
段
階
で
は
上
野
国

(

群
馬
県)

の
三
郡
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

(

こ
の
三
郡
が
栃
木
県
か
ら
群
馬
県
に
所
管

替
え
と
な
る
の
は
明
治
九
年)

な
ど
を
読
み

取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 


